
コンポストで生ごみを堆肥にする方法
①土をお椀状に10～ 20cm程度掘り、コンポストを設置する
②コンポストの底にボカシを入れる
③生ごみを入れ、ボカシをかける（土や草でも可）
④コンポストがいっぱいになるまで生ごみとボカシを交互に重ねていく
⑤ボカシ内の微生物の力でゆっくり生ごみが分解されていく
　ボカシを使って作った生ごみ堆肥を利用することで、安心安全なおい
しい野菜をつくることができると同時に、ボカシは以下のような効力
を持つため、環境を改善する効果があります。
ボカシの効力　①生ごみなどの有機物の分解　②土壌微生物の活性化
　　　　　　③作物の活性化　④汚水の浄化

ごみの量を減らすために自分でできることから始めましょう。生ごみの水分量は約80％です。ごみとし
て出す前に、しっかり水を切りましょう。

充電式家電製品にはリチウムイオン電池が入っていますが、リチウムイオン電池は過度な力が加わると発熱・発
火する危険性があります。
リチウムイオン電池をはじめとした充電式の乾電池は有害ごみ収集日に出すか、町役場・各自治会館・町中央公
民館・総合体育館に設置してある「リチウムイオン電池等回収箱」へ出してください。その際、破裂や発火の原因と
なりますので、投げ入れるなどして電池に強い衝撃を与えないようにしてください。
種類が分からない、または電池類の取り外しができない小型家電は「小型家電回収ＢＯＸ」に出してください。
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